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三リーチ ）個別生物種

生物に直接影響する重要なスケール

【リーチ】流路幅の I0-100倍程度の縦断長
【流路単位】流路幅の 1~10倍程度の縦断長
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Original: Methods in Stream Ecology (1996, 2006, 2017)



��
����
����

Nagayamamama ettteteet al.l.lll (2020) 0) 0) Watererer 12



Nagayamama ettet al.Nagaya
(2020) 

mma eeyam
0) 0) Water

l.tet lal
errer 12



□/］ 

三

口



結果：

.,. 
. ---.. 

．．で一’̀
?• -．． ， 

一≫ ...,. 
>. 

. 

一

口

季節•生活史ステージて"'異なる生息場
タイプ（流路単位）を利用した．

生息場と生物の多様性の関係

•生活史をまっとうする（生物群集が存続
する）ためには， 異なる生息場タイプの
セットが大事．

• 生息場（地形）を作る土砂とプロセスが
大事．
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生息場の縦断分布

自然の
山地河道
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ダムの影響

ダム切り下げの効果

ダムから流出した土砂冒置（
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小滝の変遷

自然プロセスが支える河川の生息場と
生物多様性

土砂の健全な流れが，

多様な生息場を形成し，

生物の存続を可能とする．

虎の子の目を覚ます（露岩化させる）と

生息場の復活が困難になるケースもある．
が，大規模な土砂供給現象があれば，
復活することがあるかも・・・



環境DNAて見る
魚類の時空間動態

（紹介）



2000kmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm2000km000km20 mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm002020
166km



＊アユの分布変化（時空間動態） （ ）アユDNA量（大丸ほどアユ多い）

戸 三:

► 8月II日→本川上流域と板取川にアユが偏って分布

► 8月25日→支川合流の直下に分布が拡大
► q~10月→本川全体に分布（産卵場に向かう降河態勢）

► I I月→本川下流（扇状地～谷底平野）に集中分布（産卵）

H31 (R1)年度河川砂防技術研究開発地域課題（砂防）

山地河川における環境DNAを用いた

水生生物分布推定手法の最適化に関する研究

2021年（令和3年）1月27日

代表：永山滋也（岐阜大学・地域環境変動遍応研究センター）
共同：原田守啓（岐阜大学・流域圏科学研究センター）

共同：権田豊（新潟大学・農学部）



背景 ～砂防管内における生物データ～

生物分布情報は砂防事業における

環境配慮の基礎情報として重要

隠疇］暉緬麟麟麟疇貪

背景 ～環境DNA解析の発展・活用の課題～

環境DNA:水中に放出された生物由来の

DNAから種の在不在を判定する。
＊広域、時系列の 一回

生物分布把握に有効 ：□:ノ＼ 

l l 

いしl<＃<1〈---i 

活用の課題 ―̂I_ ----”.. _/ 採水検体から抽出された
DNA：採水時の生物情報
がパッケージされている ，0匹か 2の 9 9＊磁” 如•匹和社

採水地点間隔の最適化
→少ない地点数て効率よく生物分布を把握する

ど／ ／ 

〇 採水箇所



ゴヒ旱
目忠 ~DNA検出限界距離と要因の把握～
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Nukazawa et al. (20 I B,) 流下に伴いDNA量は減少

要因①河床沈着

※伏流に伴うfiltering
要因②生物分解

DNA検出限界距離に影響
1000 2000 3000 

Distancefromthefarm(m) するその他の要因

流下速度，流量（希釈）

河川地形（勾配、瀬淵構造…） や，その

地形を変える砂防堰堤，及び支川流入の

影響を考慮する必要がある．

方法 アユDNAトレーサー実験

0採水

アユ設置前

設置 l日後
設置2日後

胴丸かごにアユ

20尾を入れ設置

． 
実験室にて

コンクリート区間：

生分解

アユDNA定量化 自然区間：

リアルタイムPCR ・・＋河床沈着（伏流）

（種特異的解析） 堰堤or支川あり区間：
・・＋堆砂・湛水or希釈
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まとめ（文）

①山地河川ては河床沈着効果が支配的 I 

• I Om流下て2％減衰 (exp(-0.002x))

②支川流入（流量増）による希釈効果に注意 I

•同じ生物量ても流量増加て検出不可となる

③検出限界濃度は0.2copies/mL（目安） | 

・検出or非検出結果が入り混じる

④堰堤による強い減衰効果が示唆される | 

・堆砂域のフィルタリング効果が想定される．


